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抗
戦
以
前

の
老
舎
文
學

の
分
期

に
つ
い
て

齋

藤

匡

史

老
舎
の
文
學
創
作
は
、
そ
の
多
く
の
作
品
の
舞
毫
と
な
っ
た
北
京
か
ら
で
は
な
く
、
倫
敦
か
ら
始
ま

っ
た
。

一
九

二
四
年
秋
、
倫
敦

に
到
着
し
た
老
舎
は
倫
敦
大
學
東
方
學
院
で
北
京
官
話
及
び
四
書
の
教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
、
余
暇
を
利
用
し
欧
洲
文
學
に
接
し
、
デ

ィ
ケ
ン
ズ
、

コ
ン
ラ
ヅ
ド
の
作
品
か
ら
啓
嚢
を
受
け
、
三
ペ
ソ
ス
の
學
生
作
文
帖
に
文
壇
登
場
作
と
な
る
長
篇
小
説

「老
張
的
哲
學
」

を
書
き
す
す
め
る
。
許
地
山
、鄭
振
鐸
の
す
す
め
に
よ
っ
て
投
稿
し
、
一
九
二
六
年
七
月
よ
り

「小
説
月
報
」
に
連
載
さ
れ
る
。
(註

一
)

近
年
獲
見
さ
れ
た
短
篇

「小
鈴
兜
」
(註
二
)
を
庭
女
作
と
見
る
の
が

一
般
論
と
な

っ
た
現
在
で
は

「老
張
」
の
筆

を
と
る
三
年
以
前

に
老
舎
文
學
の
起
鮎
を
置
く
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
る
が
、
で
は
初
期
の
老
舎
文
學
の
褒
展
段
階
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
は
今
日
作
品
研
究
が
不
充
分
な
状
況
に
あ

っ
て
文
學
の
時
期
匠
分
が
積
極
的
に
言
わ
れ
て
い
な
い
。
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い
ま

一
九
五
〇
年
代
と
六
〇
年
代
の
二
つ
の
老
舎
論

(註
三
)
を
見
る
と

「
酪
駝
詳
子
」
を
境
に
文
學
的
分
期
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た

「老
舎
の
年
譜
」
(註
四
)
で
は
在
外
時
代

二

九
二
四
　
一
九
三
○
)、

山
東
時
代

(
一
九
三
〇
i

一
九
三
七
)
と
匠
分
し
て
あ

る
。

年
譜
に
つ
い
て
は
、
私
は
作
家
論
の

一
型
式
と
考
え
る
。
編
者
が
作
家
の
生
活
、
創
作
、
時
代
背
景
の
事
實
を
羅
列
し
た
だ
け
に
見
・兄

な
が
ら
、
實
は
そ
の
中
に
事
實
の
取
捨
選
揮
が
あ
り
文
學
的
に
織
り
成
せ
ば
作
家
傳
と
も
な
り
得
る
。
だ
が
年
譜
は
時
間
、
室
問
で
作

家

の
文
學
を
匿
切

っ
て
し
ま
う
事
が
多

い
し
、
そ

の
匿
切
り
が
便
宜
的
に
文
學
時
期
の
匿
分
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
「老
舎
の
年
譜

を
例
と
し
て
作
品
を
當
嵌
め
て
み
る
と
、

〈
在
外
時
代
〉

長
篇
小
説

「老
張
的
哲
學
」
(
一
九
二
六
)、
「
趙
子
日
」
(
一
九
二
七
)、
「
二
馬
」
(
一
九
二
九
)、
「
小
披
的

生
日
」

二

九
三
〇
)
の
四

作
品
。

〈
山
東
時
代
〉

「齊
大
月
刊
」
に
獲
表
し
た
二
十
三
篇
の
短
篇
小
説
、
課
文
、
詩
、
雑
文
、
評
論
。
「
論
語
」
の
三
十
三
篇
、

,短
篇
小
説
、

小
品

文
、
雑
文
、
詩
。
「
交
學
」
の
十
四
篇
、
短
篇
小
説
、
随
筆
。
「
宇
宙
風
」
の
十
八
篇
、

創
作
経
験
談
、

小
品
文
。
「
文
藝
月
刊
」
七

篇

の
短
篇
小
説
。
他
に
二
十
八
種
の
雑
誌
、
新
聞
文
芸
欄
に
襲
表
し
た
八
〇
篇
余
の
様

々
な
様
式
の
作
品

(註
五
)。
加
え
て
長
篇
小

説

「
猫
城
記
」
(
一
九
三
二
)、
「
離
婚
」
(
一
九
三
三
)、
「
牛
天
賜
傳
」
(
一
九
三
四
)、
「
酪
駝
鮮
子
」
(
一
九
三
六
)、
「
選
民
」
(
一
九
三
六
、

軍
行
本
出
版
時
に

「文
博
士
」
に
改
題
)
、
中
篇
小
説

「
我
這

一
輩
子
」
二

九
三
七
)
。

と
な
り
、
軍
に
作
品
敏
か
ら
し
て
も
山
東
時
代
を
こ
の
よ
う
に
一
括
し
て
論
じ
て
し
ま
う
に
は
無
理
が
あ
る
。
ま
た
、
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在
老
舎
解
放
前
的
大
量
創
作
中

・
成
就
最
高
的
是

「酪
駝
群
子
」
。

這
是
他
的
代
表
作

・
也
是

『
五
四
』
以
來
堪
稻
優
秀
的
現
實

主
義
作
品
之

一
。
(中
略
)
作
者
通
過
祥
子
的
生
活
和
遭
遇

・
否
定
了
祥
子
個
人
奮
岡
的
道
路

・
封
喫
人
的
奮
社
會
提
出
了
血
涙
控
訴

・
深
刻
地
掲
露
了
落
社
會
的
本
質
。
(註
六
)

と
高
い
評
債
を
さ
れ
る

「酪
駝
鮮
子
」
を
境
に
分
期
す
る
の
も
公
式
的
す
ぎ
る
嫌

い
が
あ
ろ
う
。
老
舎
文
學
全
期
か
ら
見
て
創
作
開
始

よ
り

一
九
三
七
年
ま
で
は
、
抗
職
期
や
解
放
後
と
異
な
り
作
家
的
生
長
に
於

い
て
も
作
品
に
於
い
て
も
紆
余
曲
折
が
あ
る
複
雑
な
時
期

で
あ
り
、
本
稿
は
こ
の
時
期
の
作
家
と
作
品
を
傭
瞼
し
つ
つ
試
論
と
し
て

一
九
三
三
年
夏

の
長
篇
小
説

「離
婚
」
と

一
九
三
五
年
夏
を

分
期
鮎
と
し
て
三
つ
の
時
期
匿
分
を
論
じ
て
ゆ
く
。

二

 

老
舎
の
総
論
的
評
償
に
於
け
る
批
判
的
な
見
解
は
彼
の
初
期

の
作
品
や
政
治
的
態
度
に
由
來
す
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
。
多
く

の
老
舎
論
で
は
、

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
の
老
舎
に
つ
い
て
、
往

々
に
し
て
そ
の
政
治

へ
の
理
解
の
淺
薄
な
こ
と
、
運
動

へ
の
傍
観
者
的
立
場
、
更
に
作
品
の
表
層
を
と
ら
え
て
恰
好
の
マ
イ
ナ
ス
材
料
と
さ
れ
、
時
と
し
て

「
猫
城
記
」
や
、
短
篇
、
雑
文
の

小
市
民
性
或
い
は
過
度
の

「
幽
獣
」
を
と
り
あ
げ
て
革
命
に
封
す
る
嘲
笑
、
批
判
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
論
旨
の
評
債
は
結
局
の
と
こ

ろ
作
家
像
を
、
反
帝
反
封
建
の

一
貫
し
た

「愛
國
」
的
な
作
家
と
や
や
齪
暴
に
規
定
し
て
し
ま
う
。
例
え
ば

「錨
城
記
」
に
つ
い
て
み

る
と
、
近
年
、
史
承
鈎

の

「試
論

『錨
城
記
』
」
で
は
評
便
の
難
し
い
中

「國
民
性
の
弱
黙
を
暴
露
し
た
」
作
品

(註
七
)
と
い
う
観
鮎

を
出
す
も

の
の
、
革
命
に
樹
す
る

「誤
ま
っ
た
」
部
分

へ
の
弁
護
を
加
え
、
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巌
粛
的
愛
國
主
義
者
和
現
實
主
義
者
総
能
由
於

「
事
實
的
教
訓
」
・
我
到
革
命
力
量

・
認
識
革
命
的
眞
理
。

と
抗
戦
期
の
活
動
を
構
讃
し
矢
張
り

「
進
歩
的
」
な

「
愛
國
」
作
家
と
い
う
評
債
に
蹄
結
さ
せ
て
し
ま
う
。
か
つ
て
伊

藤

敬

一
氏
は

「
老
舎

の
世
界
」
(註
八
)
で
社
會
科
學
的
な
観
黙
か
ら
の
老
舎
批
判
に
つ
い
て
、

…
螢
働
者
、
農
民
、
學
生
の
組
織
的
革
命
運
動
が
描
か
れ
て
い
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
老
舎
は
し
ば
し
ば
革
命
家
を
戯
書
化
し
て

.無
理
解
な
批
判
を
加
え
て
い
る
、
と
い
っ
た
老
舎
批
判
の
論
調
を
よ
く
見
る
が
、
(略
)
歴
史
的
に
見
て
、
當
時
組
織
的
な
革
命
蓮
動

が
ひ
ど
い
弾
塵
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
事
實
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
運
動
が
老
舎
の
描
く
よ
う
な
庶
民
の
覗
野
に
入
っ
て
く
る
ほ
ど

強
大
で
な
か

っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
き
び
し
い
情
勢
の
中
で
、
當
時
の
革
命
家
が
、
し
ば
し
ば

セ
ク
ト
主
義
と
か
公
式
主
義
と
か
個
人
的
英
雄
主
義
と
か
極
左
的
冒
瞼
主
義
な
ど
の
あ
や
ま
り
を
お
か
し
庶
民
の
反
嚢
を
ま
ね
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
論
理
は
そ
の
よ
う
な
状
況
が
あ

っ
た
に
せ
よ
主
客
が
韓
倒
し
老
舎
批
判
-
老
舎
の
現
實

認

識

「
欠

如
」

を
、
敢
命
運
動
自
盟
の
欠
陥
や
、
革
命
が
當
時
の
社
會
情
勢
に
占
め
る
位
置
に
求
め
、
結
果
と
し
て
論
を

一
歩
進
め
た
か
の
よ
う
に
見

え

な
が
ら
、
實
は
從
來
の
老
舎
評
債
の
枠
又
は
延
長
線
上
に
し
か
な
い
。

ま
た
老
舎
評
債
で
常
見
す
る
老
舎
の
現
實
に
封
す
る
認
識
が
客
観
情
勢
に
追
い
つ
か
な
い
と
す
る
見
解
を
も

っ
て
す
れ
ば
、
物
心
つ

き

は
じ
め
た
辛
亥
革
命
後
の
政
治
的
混
齪
、
教
育
者
と
し
て
進
ん
だ
こ
ろ
の
五
四
新
文
化
運
動
、
南
の
革
命
政
権
と
北
の
軍
閥
の
樹
峙

に
あ

っ
た
渡
英
前
、
國
共
合
作
、
北
伐
と
績
く
革
命
運
動
の
挫
折
を
遠
く
に
し
た
倫
敦
時
代
は
も
と
よ
り
、
死
去
す

る

一
九
六
六
年
ま

で
い
ず
れ
の
時
期
に
も
情
勢
に

一
歩
遅
れ
て
い
た
と
論
ず
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
不
可
能
で
は
な
い
。
更
に
老
舎
自
身
が
述
べ
る
と
こ
ろ
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の
父
親
亡
き
後

の
困
窮
と
貧
し
さ
ゆ
え
理
想
や
夢
と
は
遠
い
存
在
で
あ

っ
た
云
々
を
以

っ
て
、
社
會
の
攣
動
に
主
髄
的
に
参
加
し
歩
調

を
合
せ
ら
れ
な
か

っ
た
と
額
面
ど
う
り
に
受
け
と
ら
れ
て
も
い
る
。
だ
か
ら
と
言

っ
て
こ
う
し
た
覗
座
か
ら
の
老
舎
評
償
が
無
意
味
で

あ

る
と
は
考
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
評
債
は
膠
着
化
し
弁
解
を
加
え
る
余
地
の
み
が
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
え

ま

い
か
。

こ
こ
で
老
舎
の

「洋
」
と

「中
」
に
つ
い
て
の
視
貼
を
以

っ
て
改
め
て
彼
の
當
時
の
社
會
観
を
検
謹
し
第
留
期
(
一
八
九
九

年
ー

一
九
三
三
年
春
)
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

老
舎

の

「
洋
」
と
の
最
初
の
關
り
は
、
ぎ
わ
め
て
特
異
な
出
來
事
に
始
ま
る
。

一
九
〇
〇
年
義
和
團
運
動
の
鎭
塵

に
の
り
だ
し
た
八

ヶ
國
運
合
軍
の
北
京
侵
入
に
起
こ
る
略
奪
、
暴
行
、
放
火
が
生
後
間
も
な
い
彼
の
身
に
も
せ
ま
り
泣
聲

一
つ
あ
げ
れ
ば
恐
ら
く
洋
兵
の

銃
創
に
幼

い
命
を
お
と
し
た
て
あ
ろ
う
と
言
う
。
生
々
し
い
髄
験
は
、
旗
人
と
し
て
北
京
防
衛
て
職
死
し
た
父
親

の
あ
り
さ
ま
と
共
に

母
親
か
ら
語
り

つ
づ
け
ら
れ
、
洋
兵
に
野
す
る
恐
怖
と
仇
恨
が
幼
時
よ
り
脳
裡
に
焼
き

つ
い
て
い
る
。
義
和
團
蓮
動
六
〇
周
年
に
書
か

れ
た
四
幕
劇

「
神
拳
」
(
一
九
六
0
)
は

「吐
了

一
口
氣
」
(註
九
)
に
あ
る
よ
う
に
こ
の
幼
時
燈
験
以
來
胸
中
に
あ

っ
た
も
の
を
ま
さ
に

吐
き
出
し
た
作
品
て
あ
り
、
義
和
團
讃
歌
の
中
に
作
者
の
洋
兵
や
洋
教

へ
の
復
讐
が
假
託
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
生

々
し
く
又
ど
ろ
ど

ろ

し
た
も
の
が
生
涯
に
わ
た
り
浮
沈
農
淡
は
あ
る
も
の
の
決
し
て
清
滅
す
る
こ
と
な
く
存
在
し
績
け
た
事
は
注
目
す
ぺ
き
て
あ
ろ
う
。

ま
た
庭
女
作

「小
鈴
児
」
て
は
主
人
公
の
小
學
生
小
鈴
見
を
し
て
粉
飾
す
る
こ
と
な
く

「
洋
」

へ
の
憤
り
を
表
わ
し
た
。
學
校
刊
行

物

に
載
せ
る
に
は
物
騒
な
内
容
て
生
徒
を
煽
動
す
る
と
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
作
品
だ
が
、
混
沌
と
し
た
社
會
情
勢
に
あ

っ
て
素
直
な
正

義
感
や
愛
國
心
を
訴
え
る
と
い
う
明
解
さ
を
持

っ
て
い
る
。
小
説
と
い
う
よ
り
道
徳
講
話
に
近
い
。
た
だ
見
落
せ
な

い
の
は
、
正
義
感

や
愛
國
心
が
外
敵
に
向
け
ら
れ
る
だ
け
で
、
老
舎
が
愛
す
そ
の
封
象
は
國
家
が
機
能
し
な
い
四
分
五
裂
の
中
國
で
、
中
國
弱
膣
化
の
内

抗
職
以
前
の
老
舎
文
學
の
分
期
に
つ
い
て
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因
を
観
察
し
始
め
る
の
は
の
ち
の
事
で
あ
る
。

辮
論
部
の
顧
問
や
校
誌
の
編
集
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
老
舎
が
、
半
年
で
南
開
中
學
を
僻
職
す
る
理
由
が
繹
然
と
し
な
い
が
、

北
京
に
戻
り
翌
年

「
洋
人
」
の
國
へ
赴
く
こ
と
に
な
る
。

渡
英
に
至
る
経
過
に
つ
い
て
は
具
膿
的
に
明
ら
か
に
さ
れ

つ
つ
あ
る
が

(註

一
0
)
目
的
に
つ
い
て
は
、
國
内
の
俸
給
よ
り
良

い

(註

一
一
)、
英
語
を
學
び
小
説
を
讃
む
た
め

(註

一
二
)、

國
外

へ
出
て
見
聞
を
ひ

ろ
め
よ
う
と
す
る
も
の

(註

一
三
)
等

々
諸
説
が
あ

っ
て
定
か
で
は
な
い
。

注
目
す
べ
き
は
、
基
督
教
の
教
會
刷
新
運
動
に
關
與
し
、
牧
師
を
通
じ
燕
京
大
學
の
英
人
教
師
の
あ

っ
せ
ん
で
渡
英
が
決
ま

っ
た
こ

と
で
あ
る
。
老
舎
と
基
督
教
に
つ
い
て
は

「
中
國
本
色
教
會
運
動
と
老
舎
」
(註
一
四
)
に
、
外
國
人
が
運
螢
す
る
教
會
を
、
中
國
人
の

手

に
と
り
戻
す
刷
新
運
動
に
参
書
し
、
自
ら
も
洗
禮
を
受
け
た
事
實
が
言
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
る
前

に
得
た
南
開
中
學

の
教
師
職
、
蹄
國
後
迎
へ
ら
れ
前
後
四
年
余
り
を
過
ご
し
た
齊
魯
大
學
が

ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
校
で
、
こ
こ
か
ら
基
督
教
が
初
期
の
老
舎
に

影
響
を
與
え
た
と
推
則
す
る
の
は
、
倫
敦
で
書
い
た

「
二
馬
」
に
見
え
る
偽
善
的
で
中
國
人

へ
の
蔑
覗
に
満
ち
た
英
國
人
牧
師
を

一
つ

例
に
と

っ
て
も
疑
問
で
あ
る
。
基
督
教
と
の
關
り
で
老
舎
の
意
圖
す
る
と
こ
ろ
は
、
中
國
人
の
手
に
教
會
を
取
り
戻
す
こ
と
に
あ
り
、

そ
れ
は

「
以
華
人
爲
中
心
之
宗
教
事
業
」
(註

一
五
)
の
目
的
の
た
め
、
き
わ
め
て
合
法
的
か
つ
穏
便
に
洋
人
の
横

つ
ら
を
打

つ
行
爲
と

し
て
見
る
方
が
順
當
と
思
え
る
。

こ
う
し
た
い
き
さ
つ
か
ら
し
て
渡
英
は
洋

「経
」
を
取
り
に
出
た
の
で
も
外
國

へ
の
憧
憬
で
も
な
く
、
鴉
片
職
孚
以
來
中
國

へ

「
近

代
」

の
匁
を
つ
き

つ
け
て
來
た
英
國
と
英
國
人
へ
の
冷
や
か
な
關
心
と
で
も
言
う
べ
き
も

の
が
彼
を
動
か
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

老

舎
が
英
國
で
印
象
を
強
く
し
た
も
の
は
産
業
革
命
以
來
の
強
大
な
近
代
國
家
で
は
な
く
、
そ
の
病
弊
で
あ

っ
た
し
、
観
察
し
た
の
は
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西
欧
文
化
で
は
な
く
複
雑
な
社
會
で
あ

っ
た
。
「
二
馬
」
の
初
め
の
部
分
は
天
下
の
す
べ
て
の
悪
を
螢
資
隻
方
が

一
方
に
か
ぶ
せ
て

資

本
家
階
級
打
倒
、
社
會
窯
打
倒
を
各
々
が
高
呼
す
る
情
景
か
ら
始
ま
り
、

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
近
代
社
會
と
そ
こ
に
生
き
る
人
々
へ
の

批
判
が
ち
り
ば
め
ら
れ
る
。
露
國
後
も
林
語
堂
の
主
宰
す
る
雑
誌

「西
風
」
に
四
篇
、
留
西
外
史
と
し
て
英
國
人
と
英
國
社
會
を
颯
刺

し
て
お
り
、
當
時
欧
米
社
會
や
文
化
に
憧
憬
を
い
だ
き
、
中
國
社
會
に
そ
の

「精
華
」
を
移
入
せ
ん
と
し
て
い
た
洋
行
蹄
り
の
イ
ン
テ

リ
や
開
明
紳
士
に
樹
す
る
批
判
は

「犠
牲
」
(
一九
三
四
)、
「
選
民
」
(
一
九
三
六
)
に
形
象
化
さ
れ
る
。
ま
た

「
洋
味
兜
」
の
強
い
天
津

や
上
海
の
街
ま
で
も
嫌
悪
を
も

っ
た
。

「
二
馬
」
に
は

「
小
鈴
児
」
に
示
し
た
直
接
的
な
憤
り
が
西
洋
社
會
を
斜
覗
し
冷
笑
す
る
醒
め
た
老
舎
の
姿
と
な

っ
て
浮
か
び
、
英

國
に
在
り
な
が
ら
そ
れ
に
染
ま
る
こ
と
な
く
、
却

っ
て
覗
黙
は
中
國
に
向
け
る
老
舎
を
見
い
出
せ
る
。
英
國

へ
の
冷
や
や

か

な

關

心

は
、
す
ぐ
さ
ま
百
八
十
度
中
國
に
韓
換
し
て
ゆ
く
。

英
國
で
の
第

一
作

「老
張
的
哲
學
」
は
習
作
で
あ
り
、
獲
表
の
つ
も
り
は
無
か
っ
た
と
言
う
。
そ
れ
は
異
郷
に
あ

っ
て
故
地
へ
の
慕

情
を
つ
の
ら
せ
た
作
品
で
も
な
く
、

「
二
馬
」

の
よ
う
に
あ
る
種
の
問
題
意
識
か
ら
設
定
さ
れ
た
ド
ラ
マ
で
も
な
い
。

作
家
が
過
去
に

身
を
置
い
た
教
育
界
に
題
材
を
と
り
な
が
ら
老
張
の
よ
う
な
ゴ
ロ
ツ
キ
と
そ
れ
を
指
導
す
る
役
人
ー
か

っ
て
の
老
舎
自
身
で
あ
り
、
老

舎
は
悪
徳
私
塾
を
職
務

へ
の
忠
實
さ
か
ら
度
々
告
獲
し
た
ー
を
徹
頭
徹
尾
の

「幽
獣
」
で
笑
い
飛
ば
し
て
い
る
。
技
巧
の
上
で
は
全
く

薔
小
説
の
章
回
型
式
を
踏
襲
し
、
第

一
段
で
は
物
語
り
へ
の
導
入
と
し
て
主
人
公
と
そ
の
世
俗
哲
學
を
の
べ
て
全
篇
の
解
題
と
し
、
毎

段
小
さ
な
出
來
事
を
つ
な
げ
、
最
後
に
登
場
人
物
各
々
の
結
末
を
付
し
て
い
る
。

第
二
作

「
趙
子
日
」
は

「老
張
」
が

「小
説
月
報
」
に
連
載
さ
れ
、
U

抗
戦
以
前
の
老
舎
文
學
の
分
期
に
つ
い
て
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自
己
的
作
品
用
鉛
字
印
出
來
総
是
件
快
事

・
我
自
然
也
畳
得
高
興
。
「
趙
子
日
」
便
是
這
貼
高
興
的
結
果

・
也
可
以
説

「
趙
子
日
」

是

「
老
張
」
的
尾
巴
。
(註

一
六
)

て
あ
る
が
、
只

「
老
張
」

の
方
は
自
ら
の
髄
験
に
基
い
て
い
る
が

「趙
子
日
」
は
五
四
以
來
の
學
生
の
動
き
に
傍
観
者

(註

一
七
)
て
あ

っ
た
た
め
想
像
部
分
が
多
い
と
言
う
。
修
家
恒
氏
は

一
九
三
〇
年
以
前
と
そ
れ
以
後
に
分
け
て
老
舎
文
學
を
論
じ

て
お
り
、
「老
張
」
、

「
趙
子
日
」
等
の
作
品
は
五
四
時
期
の
社
會
現
象
が
描
か
れ
、
作
家
の
思
想
も
同
時
期
の
社
會
思
潮

の
範
園
を
抜
け
て
て
い
な
い
と
述

べ
、

帯

一
種
理
想
的

・
甚
至

「
空
想
」
的
色
彩

・
暴
露
出
他
的
思
想
的

一
些
弱
勤
。

「
五
四
」
以
后

・
曾
経
出
現
過

一
股

「
教
育
救

國
」
・
「
平
民
教
育
」
・
「獲
展
實
業
」
的
思
潮

・
老
舎
受
了
這
様
的
思
想

・
他
把
當
時
的

一
切
新
思
想
掌
過
來

・
借
以
反
抗
里
、暗
的
現

實
。
老
舎
基
本
上

一
個
小
資
産
階
級
的
民
主
主
義
者

・
他
的
思
想
帯
有
改
良
主
義
的
色
彩
。
(註

一
八
)

と
す
る
。
こ
の
二
作
は
中
國
社
會
の
病
根
に
メ
ス
を
入
れ
た
大
そ
れ
た
も
の
で
も
、
ま
し
て
や
教
育
救
國
を
謳

っ
た
政
治
小
説
て
も
な

く
、
お
よ
そ
世
の
動
き
と
は
無
關
係
に
生
き
る
人
間

へ
の
説
教
じ
み
た
物
語

の
よ
う
に
受
け
と
れ
る
。
改
良
主
義

に
つ
い
て
言
え
ば
、

そ
れ
を
奉
じ
た
錨
人
國
に
あ
え
な
く
破
産
し
て
ゆ
く
さ
ま
を
老
舎
は
書
い
た
。

「
二
弓
」
て
は
中
國
と
中
國
に
つ
い
て
直
接
的
に
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

二
十
世
紀
的

「
人
」
是
與

「國
家
」
相
封
待
的

・
「
強
國
」
的
人
是

「
人
」
・
弱
國
的
泥
?

狗
ー
中
國
是
個
弱

國

・
中

國

「
人
」

泥
?
是
ー
ー

中
國
人
ー
像
椚
該
陣
開
眼
看

一
看
了

・
到
了
該
膵
眼
的
時
候
了
ー
像
椚
該
挺
腰
板
了

・
到
了
挺
腰
板
的
時
候
了
ー
ー
除
非
侭
椚
願
意

・
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永
遠
當
狗
1

(註

一
九
)

'

物
語
の
展
開
す
る
中
に
、
庭
々
に
こ
う
し
た
激
昂
し
た
文
字
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
外
國
と
中
國
、
新
と
奮
の
樹
比
を
噌一
層
強
い
も

の
に
し
て
い
る
。
小
説
中
、
馬
威
の
懸
愛
は
男
女
の
愛
情
の
葛
藤
に
民
族
問
題
を
か
ら
め
な
が
ら
、
小
説
全
膣
は
二

つ
の
異

っ
た
社
會

と

人
間
の
封
比
、
關
り
を
象
徴
的
に
懸
愛
行
爲
に
置
き
換
え
る
手
法
を
と
る
。

.
こ
こ
に
至
り
老
舎
の
輩
純
な

「
洋
」
と

「
中
」
の
圖
式
は
終
り
を
告
げ
、
蹄
國
に
よ
っ
て
中
國
の
現
實
と
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
く

な
り
、
徐
々
に
中
國
の
弱
膣
化
は

「
洋
」
の
力
の
前
に
あ

っ
て
起
こ

っ
た
の
で
は
な
く
、
中
國
と
中
國
人
自
身
が
内
包
し
て
い
た
諸
々

の
矛
盾
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
畳
醒
し
て
ゆ
く
。

魯
迅
が
仙
毫
醤
專
時
代
に
所
謂
幻
燈
事
件
に
よ

っ
て
讐
を
棄
て
文
學
を
志
し
た
如
く
、
支
蕪
が
雲
南
、
ビ
ル
マ
の
放
浪
の
あ
と
ラ
ン

グ
ー
ン
で
観
た
映
書
に
よ
っ
て
文
學
に
目
畳
め
た

(註
二
〇
)
如
く
劇
的
で
は
な
い
が
、
「
二
馬
」
を
境
に
文
字
を
以

っ
て
世
に
訴
え
る

・と
い
う
意
識
の
攣
化
が
窺
え
て
來
る
。

三

一」九
三
〇
年
四
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
で
蹄
國
し
た
老
舎
は
、
上
海
の
鄭
振
鐸
宅
で

「
小
披
的
生
日
」
を
睨
稿
し
五
月

北

京

へ
戻

る
。國

内
の
情
況
は
六
年
前
と
は
大
き
く
攣
化
し
、
北
伐
を
完
了
し
た
蒋
介
石
は
南
京
に
盤
鋸
し
、
東
北
、
華
北
の
外
憂
、
紅
軍
と
共
産

賞
…、
民
衆
の
抗
日
運
動
と
い
う
内
憂
の
狭
撃
に
あ
い
な
が
ら
政
治
的
小
康
を
保
持
し
て
い
た
。
老
舎
は
濟
南
に
齊
魯
大
學
文
學
院
副
教

抗
戦
以
前
の
老
舎
文
學
の
分
期
に
つ
い
て
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授

の
職
を
得
て
教
鞭
と
文
筆
の
二
重
生
活
か
始
ま
る
。
同
時
に

「
齊
大
月
刊
」

の
編
集
に
も
た
ず
さ
わ
り
、
課
文
、
詩
を
登
表
、
一三

年

一
〇
月
同
誌
に
蹄
國
後
初
の
短
篇
小
説

「
五
九
」
を
褒
表
、
ま
た

一
九
二
八
年
五
月
に
日
本
軍
に
よ

っ
て
起
こ
さ
れ
た
濟
南
事
件
の

資

料
を
牧
集
し
、
長
篇

「大
明
湖
」
の
創
作
に
も
と
り
か
か
っ
て
い
る
。

「
五
九
」
は
二
千
字
足
ら
ず
の
短
篇
て
、

短
篇
に
本
腰
を
入

れ

る
の
は
三
三
年
國
に
入

っ
て
か
ら
の
こ
と
。
三
十
六
年
雑
誌

「宇
宙
風
」
八
期
の
創
作
経
験
談

「
我
低
様
宮
短
篇

小
説
」
に
述

へ
る

よ
う
に
、
こ
の
世
に
不
完
全
な
長
篇
の
存
在
は
許
さ
れ
て
も
、
短
篇
は
そ
う
見
て
も
ら
え
な
い
こ
と
に
氣
つ
い
て

「
官
着
玩
」

の
態
度

を
止
め
眞
創
に
短
篇
と
取
り
組
む
の
は
三
三
年
夏

「
大
悲
寺
外
」
あ
た
り
か
ら
て
、
蹄
國
か
ら
そ
れ
ま
て
の
彼
の
態
度
は
以
下
の

一
文

に
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
も
牧
録
さ
れ
て
お
ら
ず
こ
こ
に
全
文
を
掲
げ
る
。

我
封
中
國
將
來
的
希
望
不
大

・
在
夢
里
也
不
常
見
着
政
塊
色
的
國
家
。
帥
使
偶
得

一
夢

・
甚
至
吉
詳

・
又
侵
有
信
夢
的
迷
信
。
至

於
白
天
作
夢
。
幻
想
天
國
降
臨

・
郎
不
治
自
己
的
肚
子
餓

・
更
無
盆
於
同
胞
李
四
或
張
三
。
擬
個
五
年
或
十
年
計
劃

・
是
謂
有
條
有

理

・
與
中
國
羅
輯
根
本
不
合

・
定
會
招
愛
國
與
費
國
志
士
笑
門
捧
牙
。
生
爲
糊
塗
錨

・
死
爲
糊
塗
鬼

・
糊
塗
的
有
輻
了

・
因
爲
天
國

是
他
個
的

・
大
有
希
望

・
且
勿
着
急
。
天
増
歳
月
人
増
壽

・
春
浦
乾
坤
幅
満
門
。
天
長
地
久

・
糊
塗
的
是
永
生
的

・
這
是
哨
個
。
得

了
漏
州

・
再
滅
了
中
國

・
春
満
乾
坤

・
這
是
日
本
。
揖
譲
進
退
是
古
訓

・
無
抵
抗
主
義
是
新
名
詞

・
中
華
民
國
萬
歳
ー

(註
一二

)

三
三
年
夏
以
前
の
短
篇
、
小
品
文
、
詩
に
も
同
様
に
國
事
に
封
し
て
無
關
心
を
装
う
裏
に
國
家
と
民
族
の
現
駄

へ
の
強
い
不
満
、
佳
、

躁
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
現
實

へ
の
徹
底
し
た
調
刺
を
試
み
た
の
か

「猫
城
記
」
て
あ
り
、
現
實
社
會
と
政
治
、
中
國
と
中
國

人

へ
の
絶
望
的
な
視
馳
を
彼
は
忌
潭
な
く
示
し
た
。

本
人
の
言
を
借
り
れ
は
、

「錨
城
記
」
創
作
の
動
機
の

一
つ
に
國
事
に
野
す
る
失

望

か
あ
り
、
失
敗
作
と
す
る
理
由
に
は
、
調
刺
か
調
刺
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
た
ず
説
教
じ
み
て
お
り
積
極
的
な
主
張
や
提
議
か
無
か

っ
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た
か
ら
だ
と
す
る
。
(
註
二
二
)

拳
を
ふ
り
上
げ
た
も
の
の
何
を
ど
う
打

っ
た
ら
良
い
の
か
作
家
自
身
が
明
確
に
把
握
て
き
て
お
ら
ず
、
三
三
年
夏
ま
で
の
作
品
は
、

中
國
も
外
國
も
、
反
動
も
革
命
も
、
囲イ
ン
テ
リ
も
張
三
李
四
も
、

お
し
な

へ
て
打
た
れ
て
い
る
。
「
猫
城
記
」
以
後

は
作
品
の
ト
ー
ン

は
沈
み
、
激
昂
し
た
文
字
は
見
ら
れ
な
く
な
り
輕
薄
な

「
幽
獣
」
も
次
第
に
姿
を
清
し
て
ゆ
く
。

中
野
美
代
子
氏
は

「老
張
」
か
ら

「酪
駝
詳
子
」
以
前
ま
て
を

一
つ
の
創
作
期
と
す
る
考
え
に
立
ち
、

老
舎
が
二
六
年
以
來
獲
表
し
た
小
説
は

「張
さ
ん
の
哲
學
」
、
「
趙
子
日
」
、
「
馬
父
子
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
動
鼠

の
時
代
と
無
縁
に

そ
の
日
そ
の
日
を

「敷
術
」
し
自
分
本
位
に
生
き
て
い
く
民
衆
の
姿
を

「
幽
獣
」
を
も

っ
て
描
い
た
作
品
ば
か
り
で
あ

っ
た
。

(註
二
三
)

と
し
、
動
観

の
中
に
切
實
に
生
き
る
人
々
も
、
そ
の
激
動
に
背
を
向
け
て
ひ

っ
そ
り
と
或
い
は
お
も
し
ろ
お
か
し
く
生
き
る
人

々
の
存

在
も
あ
り
、
老
舎
は
時
代
の
冷
静
な
認
識
者
と
し
て
、
現
實
と
距
離
を
保
ち
そ
の
保
と
う
と
す
る
意
識
が
作
品
世
界
構
築
の
バ
ネ
に
な

っ
た
と
述
べ
る
。
ま
た

「錨
城
記
」
を
書

い
た
三
三
年
ご
ろ
か
ら
、

シ
ニ
ン
ズ
ム
を
少
し
つ

つ
放
棄
し
は
じ
め
、
三
六
年
の
名
作

「
酪
駝
祥
子
」
に
い
た
り

(註
二
四
)

「
敷
術
」
が
終
り
を
告
げ
る
と
す
る
。

(ま
た
中
野
氏
は
こ
れ
よ
り
先

「老
舎
ー

『幽
獣
か
ら
正
経

へ
』

の
道
」

に
お
い
て
、

老
舎

は
中
國
人
と
自
己
の

「敷
術
」
性
、
無
國
籍
性
を
認
識
し
、
老
張
、
趙
子
日
、
馬
威
、
小
鰍
等
の
人
物
を
創
造
し
、
そ
の
認
識
に
ま
つ

わ

る
抑
塵
意
識
と
反
動
と
し
て
の
醒
め
た
意
識
が

「
幽
獣
」
で
あ
り
、

「
離
婚
」
に
至

っ
て
こ
れ
ら
の
認
識
は
冷
徹

に
整
理
さ
れ
、

輩

純
化
さ
れ
て
リ
ア
リ
テ
ィ
を
獲
得
し
た
と
も
述
べ
て
い
る
。
〉

抗
戦
以
前
の
老
舎
文
學
の
分
期
に
つ
い
て
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中
國
文
學
論
集

第
十
三
號

い
ま
短
篇
集

「趨
集
」
(
一
九
三
四
年
九
月
)
に
牧
録
さ
れ
た
十
五
篇
の
色
分
け
を
す

る
な
ら
ば
、
「
大
悲
寺
外
」
以
降

の
作
品
に
は
、

暗

さ
、
悲
愴
感
が
濃
く
漂
い
文
章
も
嚴
粛
さ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
勿
論
老
舎

は
國
内
に
戻

っ
た
時
貼
で
文
壇
の
流
行
作
家
と
し
て

の
地
位
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
上
海
事
攣
後
而
後
の
筍
の
よ
う
に
議
刊
さ
れ
る
雑
誌
の
求
め
る
と
こ
ろ
に
磨
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望

や
雑
誌
の
性
格
に
合
わ
せ
た
文
章
、
作
品
を
寄
せ
て
お
り
、
三
三
年
以
降
も
依
然
と
し
て
笑
話
に
屡
す
る
よ
う
な

「
幽
獣
」
を
完
全
に

は
捨
て
去

っ
て
い
な
い
。

「愛
的
小
鬼
」
、
「
熱
包
子
」
、
「
同
盟
」
の
三
篇
に
は

「
五
九
」
の
中
國
人
に
は
希
望
が
な
い
と
嘆
き
涙
さ

え

す
る
張
丙
の
如
き
人

物

さ
え
も
姿
を
消
し
、
日
常
墳
事
や
個
人
的
小
事
に
奔
走
す
る
小
人
物
が
ず
ら
り
と
登
場
す
る
。
技
巧
の
上
で
は
短
篇
を
手
掛
け
た
ば

か
り
て
拙
さ
が
あ
り
、

人
物
形
象
も
克
明
て
な
い
。

と
こ
ろ
が

「大
悲
寺
外
」
か
ら

「
歪
毛
見
」
、
「
微
腔

、
「
柳
家
大
院
」
、
「
鐵
半

與
病
鴨
」
、
「
黒
白
李
」
等
の
作
品
璽
に
は
、
以
前
の
よ
う
な
い
い
か
げ
ん
な
人
物
が
な
く
な
り
、
人
生
を
眞
摯
に
見

つ
め
る
實
直
だ
が

そ

れ
ゆ
え
馬
鹿
を
み
る
と
い
う
人

々
が
現
わ
れ
る
。
作
品
は
重
厚
さ
を
持
ち
、
獲
生
す
る
出
來
事
は
悲
劇
的
て
悲
哀
感
を
件

っ
た
笑
い

が
見
え
て
く
る
。
こ
こ
て
は
同
時
期
に
襲
表
さ
れ
た
小
品
輩
=
大
部
分
が

「
老
舎
幽
獣
詩
文
集
」

(時
代
圖
書
公
司
、

一
九
三
四
年
四
月
)

に
牧
め
ら
れ
て
い
る
ー
と
は
違

っ
た
角
度
か
ら
見
た
世
界
が
構
築
さ
れ
、
二
面
性
を
持
つ
か
と
思
え
る
ほ
ど
作
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
ず
れ

て
來
る
。
こ
こ
に
至
り
作
家
自
身
が
民
衆
や
作
中
人
物
と
共
に

「
敷
衛
」
す
る
と
い
う
庭
世
術
を
棄
て
止
揚
し
、
基
本
的
問
題

へ
の
積

極
的
關
與
に
ま
て
は
至
ら
ず
と
も
、
そ
れ
を
廻
避
し
斜
視
す
る
姿
勢
か
ら
、
存
在
に
眼
を
む
け
認
識
し
よ
う
と
す
る
方
向
に
憂
化
し
て

來

て
い
る
こ
と
は
確
か
て
あ
る
。

「離
婚
」
は
ま
さ
に
そ
の
節
目
に
あ
り
前
者
短
篇
璽
の
成
熟
し
た
完
成
膣
と
も
言
う
べ
き
成
功
作
で

あ

り
た
。
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以
上

一
八
九
九
年
か
ら

一
九
三
三
年
夏
の
創
作
の
韓
換
期
に
至
る
第

一
の
時
期
を
概
括
的
に
と
ら
え
た
。

四

第
二
期
を

一
九
三
三
年
夏
か
ら
三
五
年
夏
、

つ
ま
り
三
四
年
六
月
に
齊
魯
大
學
を
僻
職
し
專
業
作
家
と
し
て
や

っ
て
い
こ
う
と
す
る

が
出
版
界
の
状
況
が
そ
れ
を
許
さ
ず
、
再
び
山
東
大
學

へ
再
就
職
し
、
三
五
年
夏
青
島
の
丈
化
人
ら
と

「青
島
民
報
」
避
暑
録
話
を
執

筆
す
る
ま
て
と
す
る
。

老
舎
は
英
國
滞
在
中
に
教
鞭
の
余
暇
に
、
ギ
リ
ノ
ヤ
古
典
、
欧
洲
中
世
か
ら
近
代
寓
實
主
義
文
學
に
至
る
ま
で
幅

廣
く
讃
ん
だ
が
、

ア
リ
ス
ト
フ
ァ
不
ス
の
喜
劇
、
ダ
ン
テ
の

「
神
曲
」
ぐ
ら
い
し
か
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
。
ま
た

一
九
二
八
年
か
ら
は
英
佛
近
代
小
説

を
讃
み
は
じ
め
、
ウ

エ
ル
ズ
、

コ
ン
ラ
ノ
ド
、
メ
レ
デ

ィ
ス
、

バ
ク
ス
レ
イ
、
フ
ロ
ー
ベ
ル
、
モ
ー
パ

ノ
サ
ン
が
愛
讃
書
と
な
る

(註

二
五
)。
「
老
張
」
を
書
く
動
機
と
な

っ
た
の
は
、

デ

ィ
ケ
ン
ズ
の

「
ピ

ノ
ク
ウ
イ
ノ
ク
外
傳
」
、
「
ニ
コ
ラ
ス
・
ニ
ク

ル
ビ
ー
」
等
の
作

品

で
あ

っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
、
文
學
研
究
會
や
創
造
社
は
、
外
國
文
學
、
文
學
理
論
、
批
詐
等
の
翻
課
、
紹
介
と

い
う
作
業
が
各
々

の
文
學
活
動
で
か
な
り
の
比
重
を
占
め
、
こ
れ
が
新
し
い
文
學
の
措
い
手
た
る
イ
ン
テ
リ
青
年

へ
多
大
な
影
響
を
與
え
て
い
る
。
だ
が

老
舎
に
あ

っ
て
は
時
間
的
、
空
間
的
に
こ
の
動
き
に
直
接
か
か
わ
り
を
持
た
な
か
っ
た
し
、
古
典
か
ら
近
代
小
説
ま
で
英
語
讃
解
力
が

あ
り
な
が
ら
蹄
國
の
の
ち
も
幾
篇
か
の
課
文
を
大
學
刊
行
誌
に
獲
表
し
た
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
英
佛
近
代
文
學
理
論
も
、
作
法
も
彼
自
身

の
文
學
的
螢
爲
に
は
大
き
な
影
響
を
與
え
な
か

っ
た
。
潟
い
た
大
地
に
而
露
が
浸
み
込
む
か
の
如
く
西
洋
近
代
文
學
、
思
想
を
撮
取
す

る
中
で
、
イ
ソ
テ
リ
達
は
封
建
的
呪
縛
か
ら
の
個
の
解
放
、
暗
黒
社
會

へ
の
挑
職
と
し
て
文
學
作
品
を
世
に
問
う
た
。
老
舎
と
同
時
代

抗
職
以
前
の
老
舎
文
學
の
分
期
に
つ
い
て
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中
國
文
學
論
集

第
十
三
號

に
出
護
し
た
丁
玲

(「夢
珂
」

一
九
二
七
年
)
や
巴
金

(「滅
亡
」

一
九
二
九
年
)
と
比
較
し
て
み
る
と
、

今
更
な
が
ら
作
家
の
個
性
の
相
違

と

い
う
範
園
を
越
え
た
本
質
的
な
差
異
を
感
ぜ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
鮎
に
つ
い
て
こ
こ
で
深
考
す
る
用
意

は
な
い
が
、
敢
え
て

言
う
と
す
れ
ば
老
舎
の
場
合
、
先
に
述
べ
た

「
洋
」

へ
の
硯
黙
が
存
在
し
バ
タ
臭
い
も
の
へ
の
反
獲
が
あ
り
、
多
く
の
論
者

の
い
う
と

こ
ろ
の
前
近
代
的
な

「傳
統
的
物
語
」
の
世
界
に
抵
抗
な
く
入
り
得
た
し
、
中
國
的
手
法
で
中
國
と
中
國
人
と
時
代
を
描
く
こ
と
を
旨

と

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

自
分
自
身
も
洋
行
蹄
り
の
イ
ン
テ
リ
で
あ
り
な
が
ら
あ
ま
り
に
も
重
い
中
國
と
中
國
人

へ
の
内
省
を
負

っ
て
戻

っ
て
來

た
老

舎

に

は
、
様

々
な
矛
盾
に
直
面
す
る
中
國
と
中
國
人
と
い
う
現
實
が
せ
ま
り
く
る
ば
か
り
、
そ
れ
を
ど
う
捉
ま
え
る
か
が
精

一
杯
で
、
イ
ン

テ
リ
達
の
革
命
主
張
は
老
舎
の
頭
上
を
飛
び
か
う
の
み
、
又
別
の

一
塁
の
イ
ン
テ
リ
は
己
の
地
位
保
持
と
権
威
獲
揚
に
腐
心
專
念
と
彼

に
は
見
え
た
。
「
錨
城
記
」
の
小
蝋
ー
外
國
で
何
年
も
生
活
し
全
て
を
知

っ
て
い
る
猫
國
の
學
者
た
ち
の
輕
薄
さ
を
批
判
し
な
が
ら
、
本

人
も
そ
の
う
ち
の

一
人
と
し
て
如
何
な
る
問
題
も
解
決
し
よ
う
と
し
な
い
民
衆

の
中
に
あ

っ
て
は

「敷
衛
」
し
て
ゆ
く
し
か
方
法
が
な

い
と
考
え
る
人
物
=
に
は
、

そ
う
し
た
イ
ン
テ
リ
達

へ
の
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

「
錨
城
記
」
中
の

「私
」

は

「
敷
衛
」
を
す
る

に
至

っ
て
小
鰍
と
同
格
に
な
り
、

小
蝋
の
立
場
は

「
私
」
を
通
し
て
見
た
も
の
で
な
く
な
り
、

「
私
」
と
小
鰍
の
覗
.座
の
分
化
が
始
ま

る
。
ゆ
え
に
、
「
錨
人
國
」
は
ま
だ
希
望
が
あ
る
と
す
る

「私
」
と
、
錨
人
國
の
イ
ン
テ
リ
を
批
判
す
る
小
蝋
と
に
老
舎
の
眼
が
分
化
し

て
顯
れ
ね
ば
な
ら
な
い
認
識
が
、
老
舎
の
小
品
文
に
表
わ
さ
れ
て
い
な
い
と
中
野
氏
は
述
べ
る
が

(註
二
六
)、
す

で
に
論
述
し
た
よ
う

に
、
そ
の
分
化
は

「
離
婚
」
以
降
の
短
篇
撃
と
小
品
文
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を

へ
だ
て
て
獲
生
し
て
お
り
、

一
つ
の
作
品
と
し
て
は
、

一

九
三
四
年
四
月
,
「
小
説
月
報
」
停
刊
の
の
ち
文
壇
で
最
も
影
響
力
の
あ

っ
た
文
學
誌
と
い
わ
れ
る

「
文
學
」
(魯
迅
、
陳
望
道
、
郁
達



夫
、
鄭
振
鐸
ら
が
編
集
委
員
)
の
第
二
巻
四
期
に
獲
表
し
た
短
篇
小
説

「犠
牲
」
に
覗
座
分
化
を
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ
る
。

「
犠
牲
」
の
登
場
人
物
は
、
「
私
」
と
そ
の
友
人
の
老
梅
、
「
美
國
博
士
」
の
毛
博
士
、
毛
博
士
が
犠
牲
を
は
ら

っ
て
獲
得
し
た
夫
人

の
四
人
で
あ
る
。

ハ
ー
バ
ー
ド
出
の
博
士
は
、
ア
メ
リ
カ
精
神
で
萬
事
物
ご
と
を
塵
理
し
、
ア
メ
リ
カ
人
の
も
の
の
見
方
で
世
事
を
考

え

る
の
を
旨
と
す
る
も
の
の
、
中
國
で
は
そ
の
精
神
を
獲
揮
す
る
土
壌
が
無
く
、
そ
の
も
の
の
見
方
を
運
用
す
る
に
も
現
實
は
ア
メ
リ

カ
と
か
け
離
れ
、
理
想
と
現
實
の
差
に
落
謄
の
日
々
を
迭
る
。
名
魯
あ
る

「美
國
博
士
」
は
途
に
敷

々
の
代
償
と
犠
牲
の
上
に
最
高
の

理
想
と
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
式
小
家
庭
を
築
く
.
し
か
し
装
飾
品
或
は
性
的
行
爲
の
封
象
扱
い
し
か
さ
れ
な
い
夫
人

は
家
を
出
、
博
士

は
氣
が
ふ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
話
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
中
で

「
私
」
は
毛
博
士
を
観
察
す
る
。

這
位
博
士
確
是
眞
誠

・
他
眞
不
喜
歓
中
國
人
的

一
切
ー
除
了
地
毯
。
他
生
在
中
國

・
最
大
的
犠
牲

・
可
是
没
法
児
改
善
。
(略
)
自

然

・
我
不
能
相
信
美
國
精
神
就
象
是
他
所
形
容
的
那
様

・
但
是
他
所
看
見
的
那
些

・
他
都
虚
誠
地
信
奉

・
燥
盆
和
沙
稜
是
他
的
神
。

我
也
想
到

・
設
若
他
在
美
國
就
象
他
在
中
國
這
様

・
大
概
他
也
是
没
看
見
甚
塵
。
(註
二
七
)

「私
」
は
彼
の
苦
悶
を
解
消
し
て
や
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
彼

の
奉
ず
る
と
こ
ろ
を
分
け
與
え
て
も
ら
う
つ
も
り
も
な
い
が
、
こ

の
毛
博
士
と
い
う
人
物
が

一
盟
何
故
こ
う
な

っ
た
の
か
更
に
観
察
を
績
け
る
と
、

人
必
須
有
鮎
甚
塵
蝋
得
住
自
己
的
東
西
。

有
的
人
把
這
黙
東
西
永
遠
放
在
臓
邊
上

・
有
的
人
把
弛
永
遠
埋
在
心
里
頭
。

辮
法
不

同

・
立
意
是

一
個
様
的
。
毛
博
士
想
把
自
己
栓
在
自
己
的
心
上
。
他
的
美
國
精
神
與
理
想
的
小
家
庭
是
掛
在
鵬
邊
上
的

・
可
是
在
後

面

・
必
是
在
這

「
後
面
」
才
有
眞
的
他
。
(註
二
八
)

と
悟
る
。
老
舎
は
こ
こ
に
至
り
ジ
ャ
ン
ル
上
で
小
品
文
と
の
硯
座
分
化
の
上
に
、
更
に
自
分
を
も
含
め
て

「
毛
博
士
」
性
を
抽
出
し
再

抗
戦
以
前
の
老
舎
文
學
の
分
期
に
つ
い
て
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度

分
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
毛
博
士
の
よ
う
な
人
物
に
同
情
を
示
し
、
苦
悶
す
る
イ
ン
テ
リ
が
彼
の
批
判
の
主
た
る
野
象

で
は
な
く
、
矛
先
を
別
に
向
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
認
識
段
階
に
進
ん
で
い
る
。
い
つ
も
感
情
が
理
性
の
前
を
歩
い
て
い
た
前

一
期
の

作

品
か
ら
す
る
と
作
家
の
成
熟
度
は
愈

々
増
し
て
く
る
。

第
三
期
に
つ
い
て
は
多
く
を
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
「
酪
駝
祥
子
」
に
そ
の
始
貼
を
置
く

よ
り
、

三
五
年
夏
よ
り
創
刊
さ
れ
た
雑

誌

「宇
宙
風
」
に
連
載
を
始
め
た

「老
牛
破
車
」
か
ら
と
し
た
い
。

こ
の
創
作
経
験
談
は
全
部
で
十
四
篇
に
も

わ
た
り
、
「老
張
的
哲

學
」
以
來
の
文
學
活
動
を
し
め
く
く
る
意
圖
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。

「酪
駝
詳
子
」
は
三
六
年
春
、
同
僚
の

一
人
か
ら
語
ら
れ
た
三
頭
の
騎
駝
と
車
夫
の
實
話
を
長
篇
と
し
た
も
の
で
、
夏
に
睨
稿
す
る

と
す
ぐ
さ
ま
長
篇

「選
民
」
に
と
り
か
か
る
。
「
選
民
」
は
他
で
も
な
く

「
犠
牲
」
の
毛
博
士
の
實
話
を
基
に
し
た
も
の
で
、
主
人
公
、

文
志
強
も
ア
メ
リ
カ
蹄
り
の
留
學
生
で
、
中
國
に
未
來
が
無
い
の
は
自
分
の
よ
う
な
有
爲
な
人
材
を
登
用
し
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る

と
思
い
込
む
、
大
い
に
費
り
込
む
の
だ
が
、
政
界
の
黒
幕
を
通
じ
て
彼
が
得
た
の
は
、
濟
南
の
幽
霊
團
腱
の
責
任
者
と
い
う
閑
職
。

こ

の
土
地
の
名
家
か
ら
嫁
を
も
ら

っ
て
経
濟
的
基
盤
と
肩
書
き
で
官
界
に
昇
ろ
う
と
す
る
。
だ
が
結
局
の
と
こ
ろ
外
國

の
や
り
方
も
通
用

せ
ぬ
ま
ま
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
土
着
の
政
界
ゴ

ロ
と
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
こ
の
作
品
が
何
ら
の
論
評
も

受
け
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、

一
つ
に
は

「騎
駝
群
子
」

の
存
在
の
大
き
さ
が
あ
り
、

二
つ
に
は
連
載
途
中
、

華

北
が
風
雲
急
を
告

げ
、
藍
溝
橋
に
砲
火
が
起
こ
り
、
そ
の
せ
い
か
後
半
部
分
が
話
の
筋
の
み
を
追
う
か
た
ち
で
終

っ
て
し
ま

っ
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ

よ
う
。

濟
南
の
老
舎
に
も
こ
の
職
火
が
せ
ま
り
來
る
。
三
七
年
夏
、
北
平
が
陥
ち
て
か
ら
濟
南
に
逃
れ
た
教
師
、
學
生
を
後
方
に
邊
る

「平
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津
流
亡
同
學
會
」
(
共
産
窯
地
下
組
織
が
指
導
)
が
組
織
さ
れ
、
こ
の
團
農
が
中
心
と
な

っ
て
山
東
省
文
化
界
抗
敵
協
會
が
成
立
す
る
。

老
舎
は
こ
の
獲
起
人
を
引
き
受
け

(註
二
九
)
こ
の
時
點
か
ら
抗
職

へ
の
積
極
的
参
加
を
腹
に
決
め
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て

一
九
三

七
年
十

一
月
十
五
日
夕
刻
、
夫
人
と
子
供
達
を
濟
南
に
残
し
て
、

一
人
抗
職
の
臨
時
首
都
ー
武
漢

へ
旅
立
ウ
。

五

老
舎
文
學
は
抗
戦
期
に
至
り
彼
が
至
上
と
し
た
抗
日
救
國
に
情
熱
が
そ
そ
が
れ
る
。
本
稿
は
そ
こ
に
至
る
ま
で
作
家
の
現
實
認
識
を

作
品
に
照
ら
し
つ
つ
文
學
分
期
を
次
の
三
期
に
匿
分
し

て
論
じ
た
。

〈
第

一
期
〉

一
八
九
九
年
か
ら
、

一
九
三
三
年
夏
ま
で
。

〈
第
二
期
〉

一
九
三
三
年
夏
以
降
、

一
九
三
五
年
夏
ま
で
。

〈
第
三
期
〉

一
九
三
五
年
夏
以
降
、

一
九
三
七
年
秋
ま
で
。

特
に
各
時
期
の
呼
稱
を

つ
け
な
か
っ
た
が
、
恐
ら
く
老
舎
の
生
涯
を
た
ど
り
終
え
た
時
に
そ
れ
が
決
ま
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は

一
九
三
〇
年
代
の
文
壇
に
於
け
る
老
舎
評
債
、
ま
た
文
壇
や
文
學
運
動
と
の
關
連
に
つ
い
て
全
く
に
等
し

い
程
言
及
し
て
い

な

い
が
、
手
元
の
資
料
で
は
論
ず
る
に
困
難
が
あ
り
、
不
備
を
承
知
で
書
き
す
す
め
た
。
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
の
機
會
に

ゆ
ず
り
た
い
。

203

 

抗
戦
以
前
の
老
舎
文
學
の
分
期
に
つ
い
て



中
國
文
學
論
集

第
十
三
號

註

一
、
「小
説

月
報
」
連
載

に
至
る
経
緯

に

つ
い
て
は
老
舎
自
身

の
言
と
、

羅
常
培

「
我
與
老
舎
」
(
「
中
國
人
與
中
國
文
」

一
九

四

五
年
開

明
書
店
)

の
同
想
と
く

い
違

っ
て
お
り
事
實
關
係
は
不
詳
。

二
、

一
九

二
三
年
天
津

の
南
開
中
學
教
師
時
代

に
學
校

刊
行
誌

「
南
開

季
列
」

に
獲
表
、

一
九
七
九
年

に
獲
見
さ
れ
る
。

三
、
伊
藤
敬

一

「
老
舎
」
「
現
代
中
國

の
作
家
た
ち
」

一
九
五
四

年

和

光
社
。
中
野
美
代
子
「
老
舎
ー

〃
幽
黙

か
ら
正
経

へ
〃
の
道
」
、
東

京
大
學
文
學
部
中
國
文
學
研
究
室
編

「
近
代
中
國

の

思

想

と

文

學
」

一
九

六
七
年
。

四
、
柴
垣
芳
太
郎

「
老
舎

の
年
譜
」
改
訂
試
稿

「
龍
谷
紀
要
」
第
四
巻

二
號
、

一
九

八
二
年
。

五
、
作
品
歎
は
、
老
舎
小
説
全
集
第
十
巻

「
四

世
同

堂

(
下
)
」
巻
末

「
老
舎
年
譜
」
を
も
と

に
筆
者
が
補
遺
し
た
も

の
に
よ
る
。

六
、
韓
連
仲

「
老
舎
和
他
的

『
酪
駝
鮮
子
』
」
「
三
十

年
代
作

家
作
品

論
集
」
(
一
九

八
〇
年

一
0
月

四
川
人
民
出
版
社
)

に
牧
録
。

七
、
「
中
國
現
代
文
學
研
究
叢
刊
」

一
九

八

二
年
四
期
、

一
二
〇
i

一

三
二
頁
、
北

颪
出
版
社

。

八
、
東
京
大
學
教
養
部

「
外
國
語
科
研
究
紀
要
」

二
0
巻

二
號
、

一
九

七

二
年
。

九
、
「
小
花
朶
集
」
(
一
九
六
三
年
)

に
牧
録
、
「
瀞
拳
」

の
創
作

に

つ

い
て
述

べ
て
い
る
が
、
些

か
當
時

の
反
米
キ

ャ
ン
ペ
ー

ン
を
意
識

042

し

て
書

か
れ

て
い
る
。

一
〇
、
横
山
永

三
「
老
舎

と
英
國
」
「
山

口
大

學
文

學
會
誌
」
第

二
七
巻
、

一
九

七
六
年

一
一
月
。

王
行
之

「
胡
黎
青
談
老
舎
」
「
人
物
」

雑

誌

一
九

八
〇
年
第

一
輯

。

=

、
「
胡
黎
青
談

老
省
」
註

一
〇

。

一
二
、
老
舎

「
我
恋
様
寓

『
老
張
的
哲
學
』
」
、
配老
舎

「
習
作

二
十
年
」
、

「
老
舎
論
創
作
」
一
九
八
〇
年

二
月
上
海
文
藝
出
版
社
版

に
よ
る
。

一
三
、
胡
金

鎗
「
老
舎
和

他
的
作

品
」
「
明
報
」
一
九

七
四
年

九

巻

一
期
。

一
四
、

一
九

八
四
年

三
月

老
舎
研
究
會

に
於

け
る
研
究
護
表

(
高
橋
由
利

子
、
渡
邊
安
代

氏
)

一
五
、
野
舎
予

「
北
京
鉦

瓦
市
倫
敦
敏
會
改
建
中

華
激
會
経
過
紀
略
」
雑

誌

「
中

國
語

」
資
料
紹
介
、

(
一
九

八
三
年

六
月
號
、

大
修
館
書

店
)

一
六
、

「
我
急
様
爲

『
老
張
的
哲
學
』
」
註

一
二
に
よ
る
。

一
七
、

「
我
急
様
爲

『
趙
子

日
』
」
註

一
○

二
に
よ
る
。

一
八
、
修
家

恒

「
老
舎

小
説
研
究
」

一
七
〇
1

一
七

三
頁
、
寧
夏
人
民
出

版

社

一
九

八
三
年
九
月

。

一
九

、
「
老
舎
文

集
」
第

一
巻
、
四
〇
九
頁

、
人
民
文
學
出
版
社
。

二
〇

、
吉

田
幸
夫
「
文
蕪
傳
」
「
目
加

田
誠
博
士
還
暦
記
念
中
國
學
論
集
」

一
九

六
四
年

。



二

一
、
「
東
方
雑
誌
」

一
九

三
三
年
新
年
號

(
三
〇

巻

一
期
)
、
中

國
の
將

來

に

つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
同
答
。

二
二
、
註

一
二

「
我
恋
様
鳥

『
猫
城
記
』
」

一
一
三
、
中
野
美
代
子

「
中
國
人

の
思
考
様
式
」
講
談
社
現
代
新
書

一
九
七

四
年
。

二
四
、
註

二
三
。

二
五
、
老
舎

「
讃
與
鳥
」

「
老
舎
生
活
與
創
作
自
述
」

一
九

八
0
年
香
港

三
聯
書

店
。

二
六
、
註

三

「
近

代
中
國
の
思
想

と
文

學
」

二
四
五
;

二
四
七
頁
。

二
七
、
老
舎

「
犠
牲
」
「
老
舎
短
篇
小
説
選
」
三

二
頁
、
人

民

文

學
出

版

社

一
九

八

一
年
。

二
八
、

「
犠
牲
」
同
三
四
頁
。

二
九
、
方
股

「
痛
懐
老
舎
」

「
社
會
科
學
戦
線
」

一
九
七
九
年

一
期
。
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